
（
補
修
）

（
補
修
）

第
二
百
三
十
三
条

事
業
者
は
、
第
二
百
二
十
八
条
か
ら
第
二
百
三
十
条
ま
で
（
第
二
百
二
十
八
条
第
三
項
、
第

二
百
二
十
九
条
第
三
項
及
び
第
二
百
三
十
条
第
三
項
を
除
く
。）の
い
ず
れ
か
の
自
主
検
査
又
は
前
条
の
点
検
を

行
つ
た
場
合
に
お
い
て
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
補
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
百
三
十
三
条

事
業
者
は
、
第
二
百
二
十
八
条
か
ら
第
二
百
三
十
条
ま
で
の
自
主
検
査
及
び
前
条
の
点
検
を

行
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
補
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

個
人
事
業
者
は
、
第
二
百
二
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
二
百

二
十
九
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
二
百
三
十
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
自
主
検
査
を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、

直
ち
に
、
補
修
す
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

（
定
期
自
主
検
査
）

（
定
期
自
主
検
査
）

第
二
百
七
十
六
条

（
略
）

第
二
百
七
十
六
条

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

５

第
一
項
、
第
二
項
及
び
前
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
自
主
検
査
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
個
人
事
業
者
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

６

個
人
事
業
者
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項
又
は
第
二
項
の
自
主
検
査
の
結
果
、
当
該
化
学
設
備
又

は
そ
の
附
属
設
備
に
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
補
修
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
後
に
、
こ
れ
ら
の
設
備
を

使
用
す
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

（
定
期
自
主
検
査
）

（
定
期
自
主
検
査
）

第
二
百
九
十
九
条

（
略
）

第
二
百
九
十
九
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

前
三
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
自
主
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
個
人
事
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

（
補
修
等
）

（
補
修
等
）

第
三
百
条

（
略
）

第
三
百
条

（
略
）

２

個
人
事
業
者
は
、
前
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
自
主
検
査
の
結
果
、
当
該

乾
燥
設
備
又
は
そ
の
附
属
設
備
に
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
補
修
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
後
に
、
こ
れ

ら
の
設
備
を
使
用
す
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

第
三
百
十
七
条

（
略
）

第
三
百
十
七
条

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

５

第
一
項
、
第
二
項
及
び
前
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
自
主
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
個
人
事
業
者
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

６

個
人
事
業
者
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項
又
は
第
二
項
の
自
主
検
査
の
結
果
、
当
該
ア
セ
チ
レ
ン

溶
接
装
置
又
は
ガ
ス
集
合
溶
接
装
置
に
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
補
修
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
後
に
、

こ
れ
ら
を
使
用
す
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

（
絶
縁
用
保
護
具
等
の
定
期
自
主
検
査
）

（
絶
縁
用
保
護
具
等
の
定
期
自
主
検
査
）

第
三
百
五
十
一
条

（
略
）

第
三
百
五
十
一
条

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

５

第
一
項
、
第
二
項
及
び
前
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
自
主
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
個
人
事
業
者
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

６

個
人
事
業
者
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項
又
は
第
二
項
の
自
主
検
査
の
結
果
、
当
該
絶
縁
用
保
護

具
等
に
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
補
修
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
後
に
、
こ
れ
ら
を
使
用
す
る
も
の
と
す

る
。

（
新
設
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 
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